
１．財政投融資を活用している事業の主な内容

２．財政投融資計画額等
（単位：億円）

３．当該事業に関する政策コスト分析の試算値

① 政策コスト （単位：億円） ③ 経年比較分析（対前年度実績増減額の算出） （単位：億円）

② 投入時点別政策コスト内訳 （単位：億円）

④ 発生要因別政策コスト内訳 （単位：億円）

⑤ 感応度分析（前提条件を変化させた場合） （単位：億円）

２．国の収入
（国庫納付等）　※

３．出資金等の
機会費用

 (A) 政策コスト
【再掲】

前提金利＋1％
ケース

増減額 １．国の支出
（補助金等）

※　国の収入（国庫納付等）は、収入がある場合マイナス計上する。　例：△100億円…100億円の国庫納付等を表す。

（注）　各欄は単位未満四捨五入の端数処理により、合計において合致しない場合がある。

 (A) 政策コスト
【再掲】

貸倒償却額＋1％
ケース

増減額 １．国の支出
（補助金等）

２．国の収入
（国庫納付等）　※

３．出資金等の
機会費用

917                       976                       +59                          -                                   +35                       +24                       

剰余金等の機会費用分 △104     △312      △208             　　② 貸倒 6,498

　　① 繰上償還 386

出資金等の機会費用分 116         305         +189               　　③ その他（利ざや等） △5,967

国の収入
（国庫納付等）　※

△2,270  △5,480   △3,210          

 (A) 政策コスト 【再掲】 393         917         +524               

国の支出（補助金等） -            -             -                    

② 分析期間中に新たに見込
　まれる政策コスト

△2,257  △5,487   △3,229          

 (A)5年度政策コスト 【再掲】 917

【実質増減額の要因分析】
　○ 政策コストの増加要因
　　・貸倒の増によるコスト増　（+1,060億円）
　　・繰上償還の増によるコスト増　（+39億円）
　　・3年度実績確定及び4年度見込改定によるコスト増　（+10億円）

　○ 政策コストの減少要因
　  ・5年度新規融資分の利差によるコスト減　（△179億円）
　　・4年度予算及び財投計画の補正等によるコスト減　（△99億円）
　　・その他（円安に伴う円換算後の利ざや増によるコスト減等）
　　　（△2,115億円）① 分析期首までに投入された

　出資金等の機会費用分
2,650      6,404      +3,754            

    1～3 合計＝政策コスト (A)　 393       917        +524             

区　　　分 4年度 5年度 増　減

分析期間（年） 27年        29年         2年                  

873                       

2.国の収入（国庫納付等）　※ △2,270  △5,480   

△411                   

393                       917                       

実質増減
（②-①）

△1,284 

3.出資金等の機会費用分 2,662      6,397      +3,735            

経年比較
（調整後）

政
策
コ
ス
ト

1.国の支出（補助金等） -            -             +524      

①分析始期の調整
（分析始期を5年度分
析に合わせた結果）

②前提金利の調整
（4年度の前提金利で

再試算した結果）

△3,210          

-                    

917                       2,191                    +1,274                     -                                   △2,645                 +3,919                  

4年度 5年度

単純比較
（調整前）

株式会社国際協力銀行（一般業務勘定）
https://www.jbic.go.jp/ja/

5年度財政投融資計画額 4年度末財政投融資残高見込み

18,860

単純増減

96,377

4年度 5年度

・我が国にとって重要な資源の海外における開発及び取得の促進、我が国の産業の国際競争力の維持及び向上、地球温暖化の防止等の地球環境の保
全を目的とする海外における事業の促進、並びに国際金融秩序の混乱の防止又はその被害への対処に係る貸付け等
・なお、株式会社国際協力銀行の業務のうち一般業務勘定は、海外における社会資本の整備に関する事業に係る特別業務以外の業務（一般業務）に係
る勘定である。

増　減区　　　分



４．分析における試算の概要及び将来の事業見通し等の考え方

① 試算の対象：株式会社国際協力銀行　一般業務勘定

②

③ 分析期間：令和5年度から 長の債権が回収される令和33年度までの29年間。

④

⑤

⑥

⑦

（注1）翌年度以降の回収予定総額に対する比率

（注2）令和6年度期首貸付金残高に対する分析期間中の貸倒推計総額の比率

５．補助金等が投入される理由、仕組み、国庫納付根拠法令等

【根拠法令等】

［出資金規定］

＜株式会社国際協力銀行法＞

第4条　政府は、必要があると認めるときは、予算で定める金額の範囲内において、会社に出資することができる。

［国庫納付規定］

＜株式会社国際協力銀行法＞

＜株式会社国際協力銀行法施行令＞

第2項　法第三十一条第一項 に規定する政令で定める額は、次の各号に掲げる勘定の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

1 　一般業務に係る勘定　一般業務に係る勘定に整理された資本金の額に相当する額

６．特記事項など

第7条　会社は、一般業務及び特別業務に係るそれぞれの勘定において、毎事業年度の決算において計上した剰余金の額が零を上回るときは、法第三
十一条第一項 の規定に基づいて計算した当該事業年度の国庫納付金の計算書に、当該事業年度末の貸借対照表、当該事業年度の損益計算書その他
当該国庫納付金の計算の基礎を明らかにした書類を添付して、翌事業年度の六月二十日までに、これを財務大臣に提出しなければならない。

第8条　一般業務及び特別業務に係るそれぞれの勘定における国庫納付金については、法第三十一条第一項 に規定する残余の額を当該それぞれの勘
定における一般会計又は財政投融資特別会計の投資勘定からの出資の額に応じて按分した額を、それぞれ一般会計又は財政投融資特別会計の投資
勘定に帰属させるものとする。

第2項　前項に規定する出資の額は、同項に規定する残余の額を生じた事業年度の開始の日における政府の一般会計又は財政投融資特別会計の
投資勘定からの出資の額（同日後当該事業年度中に政府の一般会計又は財政投融資特別会計の投資勘定からの出資の額の増加又は減少があっ
たときは、当該増加又は減少のあった日から当該事業年度の末日までの日数を当該事業年度の日数で除して得た数を当該増加し、又は減少した出
資の額に乗じて得た額に相当する額をそれぞれ加え、又は減じた額）とする。

貸倒償却率 - 0.02% - -

　株式会社国際協力銀行法に定める業務を遂行するために必要な経営基盤の強化を図るため、必要に応じ、財政投融資特別会計及び一般会計から出
資金を受け入れている。

第31条　会社は、第二十六条の二各号に掲げる業務に係るそれぞれの勘定において、毎事業年度の決算において計上した剰余金の額が零を上回るとき
は、当該剰余金のうち政令で定める基準により計算した額を準備金として政令で定める額となるまで積み立て、なお残余があるときは、その残余の額を当
該事業年度終了後三月以内に国庫に納付しなければならない。

- - 累計 3.83% （注２）

第6条　法第三十一条第一項 に規定する政令で定める基準により計算した額は、次の各号に掲げる勘定の区分に応じ、当該各号に定める額とする。

1 　一般業務（法第二十六条の二第一号 に規定する一般業務をいう。以下同じ。）に係る勘定毎事業年度の決算において計上した剰余金の額の百
分の五十に相当する額

各年度 2.13% （注１）

年　　度 30 元 2 3

試算の対象事業規模：令和3年度末出融資残高15兆310億円、令和4年度の出融資予定額は2兆5,000億円、令和5年度の出融資予定
額は2兆5,000億円。

繰上償還については、過去の国際協力銀行の実績に基づいて推計した繰上償還率を試算前提としている。また、繰上償還プレミアムに
ついては、一部の案件で繰上償還対象元本の一定割合を徴求するケースがあるが、分析上はその収入を見込んでいない。

事務費については、令和5年度分を新規融資に係る事務費と既往案件管理に係る事務費に区分し、令和6年度以降、後者について残
高推移に応じて減少させることとしている。

貸倒れについては、ソブリン債権について、パリクラブ等公的機関の特殊性を可能な限り反映させるよう内部的なカントリーレーティング
に基づいて推計。一方、非ソブリン債権について、民間金融機関に広く利用されている外部の統計データを援用して貸倒償却を算出し
ている（分析期間中の総償却額は6,522億円。ただし、本推計額は、あくまで潜在的なものであり、必ずしも将来顕在化するものではな
い。）。合計の貸倒償却率は下表のとおり。

令和3年度末におけるリスク管理債権の残高は5,838億円であり、貸付金残高に対するリスク管理債権比率は、3.97%となっている。

株式会社国際協力銀行(一般業務勘定)の政策コスト分析においては、分析期間を通じて基本的に国庫納付を計上しており、追加的財政支出を必
要としない。

（試算前提）（計画）（実績） （見込み）

4 5 6～33年度

繰上償還率 2.35% 2.50% 1.44% 5.51% 0.91% 0.72%



（参考）当該事業の成果、社会・経済的便益など　

①    出融資等実績

・ 昭和25年～令和３年度の出融資保証承諾累計額：86兆5,837億円 　（うち融資78兆2,355億円、出資5,249億円）

・ 令和３年度出融資保証承諾実績：2兆528億円(うち融資1兆9,412億円、出資225億円)

・ 令和３年度出融資保証実行実績：2兆1,787億円(うち融資2兆352億円、出資244億円)

・ 令和３年度末出融資保証残高：16兆7,520億円(うち融資14兆7,231億円、出資3,077億円)

・ 令和５年度出融資計画額：2兆5,000億円（うち融資2兆3,500億円、出資1,500億円）

②    主たる政策目的及び社会・経済的便益

・　輸出金融： 国内生産・雇用への波及効果が大きい我が国企業による船舶・プラント等の輸出支援。

・　輸入金融： 我が国にとって重要な資源及び航空機等の輸入支援。

・　投資金融：

・　事業開発等金融：

・　ブリッジローン： 国際収支上の理由により対外取引を行うことが著しく困難になった外国政府等に対する対外取引円滑化支援。

・　出資： 海外で事業を行う者に対する当該事業に必要な資金の出資。

＜参考1＞我が国にとって重要な資源の海外における開発及び取得に関する効果

＜参考2＞我が国の産業の国際競争力の維持及び向上に関する効果

（輸出金融の国内経済効果に関する調査）

（日本経済への波及効果に関する調査）

（日本企業による対外資産獲得に関する調査）

＜参考3＞地球環境の保全に関する実績

　令和3年度に実施した投資金融及び出資の出融資対象事業を通じて、日本企業が海外で獲得した資産額は約3兆3,420億円と試算される。（国際協力
銀行調査、令和4年度実施）

令和3年度に実施した、国際的にも高く評価される日本の先進技術の世界への普及にも留意しつつ、主として温室効果ガスの大幅な削減が見込まれる案
件等に対する地球環境保全効果に着目した支援である地球環境保全業務（GREEN）案件の融資承諾額は合計約577億円であった（国際協力銀行調査、
令和4年度実施）。

　以下の業務を複合的・総合的に活用し、我が国にとって重要な資源の海外における開発及び取得、我が国の産業の国際競争力の維持及び向上、地球
温暖化防止等の地球環境の保全並びに国際金融秩序の混乱の防止又はその被害に対処するために必要な金融を行い、もって我が国及び国際経済社
会の健全な発展に寄与。各業務の社会・経済的便益の例は以下のとおり。

資源小国である我が国にとってのエネルギー・資源の確保や安定供給、我が国企業が国際競争力確保等を目的として行う国
際事業展開への支援。

地球温暖化防止等の地球環境の保全を目的とする海外における事業の促進、開発途上国の経済インフラ整備等を通じた我
が国企業の対外的活動支援、金融危機への対処のために行う途上国政府等向け支援。

　主要資源の国内需要のうち、令和3年度の本行融資（我が国の資源確保のために行う輸入金融又は投資金融）対象プロジェクトから供給される年間資源
量は、液化天然ガス約530万トン、原油約2,500万バレル、であった。（国際協力銀行調査、令和4年度実施）

　令和2年度及び令和3年度輸出金融の融資対象事業について、輸出企業の自社生産分及び国内下請企業への発注額は約293億円、このうち中堅・中
小企業への発注額は約24億円と推計される（承諾額合計約615億円）。また、同事業によって維持・創出された雇用は、輸出企業の自社内だけで年間約
607人と推計される。（国際協力銀行調査、令和4年度実施）

　出融資対象となる事業から期待される経済効果は、初期設備投資等に伴う投資需要効果と将来の生産活動に伴う将来生産効果などに大別される。この
うち、令和3年度に承諾した出融資対象事業のうち計上対象となる事業（承諾額合計約1兆391億円）における投資（プロジェクト総額約4兆565億円）から発
生する投資需要効果について、一次誘発分までを試算したところ、日本経済への波及効果は付加価値額で約2兆6,091億円と推計される。また、開発途上
国等の海外経済において発生する波及効果は付加価値額で約3,828億円と推計される。なお、開発途上国等の海外経済において発生する波及効果に
は出資の対象事業による効果を含む。（国際協力銀行調査、令和4年度実施）



【政策コストの推移】

（単位：億円）

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

738 218 894 681 529 478 303 338 393 917

- - - - - - - - - -

△4,341 △3,109 △3,296 △1,705 △2,049 △1,877 △1,050 △1,413 △2,270 △5,480

5,079 3,327 4,189 2,386 2,578 2,355 1,353 1,751 2,662 6,397出資金等の機会費用

政策コスト分析結果の概要

年度

政策コスト（総額）

国の支出（補助金等）

国の収入（国庫納付等）

【政策コストの推移の解説】

・（株）国際協力銀行(一般業務勘定)の政策コスト分析は、分析期間を通じて基本的に国庫納付を計上しており、

国からの補助金等の追加的財政支出を必要としない。しかしながら、出資金等の機会費用を上回る利益水準に

ないため、政策コストが発生。

【政策コスト分析結果（令和5年度）に対する財投機関の自己評価】
・（株）国際協力銀行(一般業務勘定)の令和5年度の政策コスト分析結果は、昨年度に比べ全機関共通の前提とし

て用いられる割引率が分析期間を通じて増加となったこと等により、コスト水準が増加した。

・感応度分析（前提金利＋1％ケース）では、分析期間を通じた前提金利の上昇による出資金等の機会費用の増加

の影響が同金利変化による国庫納付の増加分を上回り、基本ケースと比べコストが約1,274億円増加した。

・感応度分析（貸倒償却額＋１％ケース）では、出資金等の機会費用の増加及び国庫納付の減少の影響により、

基本ケースに比べコストが約59億円増加した。

・株式会社国際協力銀行（一般業務勘定）の政策コスト分析においては、分析期間を通じて基本的に国庫納付を

計上しており、追加的財政支出を必要としない等、財務の健全性は確保されていると評価する。

・令和3年度に承諾した融資対象事業のうち計上対象となる事業における投資から大きな投資需要効果（一次誘発

分の付加価値額で約2兆6,091億円と推計）が発生しており、（株）国際協力銀行（一般業務勘定）に係る政策コスト

は日本経済への波及効果に鑑み必要不可欠なコストである。

△6,000

△4,000

△2,000

‐

2,000

4,000

6,000

8,000

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

（単位：億円） ≪(株) 国際協力銀行（一般業務勘定）≫
出資金等の機会費用

国の収入（国庫納付等）

国の支出（補助金等）

政策コスト（総額）

（注1） 各年度の政策コストについて、推計に適用される金利等の前提条件は異なる。

（注2） 26年度～27年度は株式会社国際協力銀行、28年度～令和5年度は株式会社国際協力銀行の一般業務勘定にかかる政策コス

ト額である。



　（参考）貸借対照表、損益計算書

貸借対照表 (単位：百万円)
科目 3年度末実績 4年度末見込 5年度末計画 科目 3年度末実績 4年度末見込 5年度末計画

（資産の部）  （負債及び純資産の部）

現金預け金 1,185,333 366,225 377,143 借用金

   現金 0 0 0    借入金 7,550,009 8,468,968 8,113,972

   預け金 1,185,333 366,225 377,143 社債 5,634,984 6,382,288 7,153,375

買現先勘定 - 611,583 287,578 その他負債 607,234 1,180,378 787,347

有価証券 307,947 480,091 630,091    未払費用 45,093 133,917 159,239

   株式 255 255 255    前受収益 22,884 16,003 10,087

   その他の証券 307,692 479,836 629,836    金融派生商品 480,589 966,283 553,845

貸出金    金融商品等受入担保金 18,590 18,590 18,590

   証書貸付 14,723,083 16,518,569 17,029,472    その他の負債 40,078 45,585 45,585

その他資産 598,283 849,888 918,241 賞与引当金 587 587 637

   前払費用 472 472 472 役員賞与引当金 10 10 10

   未収収益 51,956 311,870 386,111 退職給付引当金 6,024 6,024 6,024

   金融派生商品 20,268 10,789 4,901 役員退職慰労引当金 51 11 11

   金融商品等差入担保金 524,820 524,820 524,820 支払承諾 1,721,217 1,876,034 1,981,903

   その他の資産 767 1,936 1,936 （負債合計） 15,520,116 17,914,300 18,043,279

有形固定資産 29,207 31,175 32,959 資本金 1,710,500 1,785,500 1,870,500

   建物 3,696 4,793 6,395 利益剰余金 974,231 1,002,816 1,027,966

   土地 24,312 24,312 24,312    利益準備金 959,601 966,916 984,866

   建設仮勘定 222 689 1,380    その他利益剰余金

   その他の有形固定資産 977 1,381 872 　　　繰越利益剰余金 14,629 35,900 43,100

無形固定資産 株主資本合計 2,684,731 2,788,316 2,898,466

   ソフトウェア 9,169 9,400 13,257 その他有価証券評価差額金 15,748 33,376 33,376

支払承諾見返 1,721,217 1,876,034 1,981,903 繰延ヘッジ損益 △ 116,849 △ 538,219 △ 268,182

貸倒引当金 △ 470,492 △ 545,192 △ 563,706 評価・換算差額等合計 △ 101,100 △ 504,843 △ 234,807

（純資産合計） 2,583,630 2,283,473 2,663,660

資  産  合  計 18,103,747 20,197,772 20,706,938 負 債 ・ 純 資 産 合 計 18,103,747 20,197,772 20,706,938

（注）四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。

損益計算書 (単位：百万円)
科目 3年度実績 4年度見込 5年度計画

経常収益 309,481 685,420 1,075,390

　資金運用収益 226,273 627,388 1,062,159

　　貸出金利息 172,124 618,080 1,055,419

　　有価証券利息配当金 531 310 -

　　預け金利息 1,918 8,993 6,740

　　金利スワップ受入利息 51,674 - -

　　その他の受入利息 27 4 -

　役務取引等収益 25,771 16,858 13,091

　　その他の役務収益 25,771 16,858 13,091

　その他業務収益 32,147 39,684 -

　　外国為替売買益 32,147 39,684 -

　その他経常収益 25,290 1,489 140

　　償却債権取立益 6,674 - -

　　株式等売却益 173 - -

　　組合出資に係る持分損益 18,192 - -

　　その他の経常収益 251 1,489 140

経常費用 294,855 649,233 1,031,984

　資金調達費用 135,363 538,635 973,416

　　借用金利息 21,108 219,306 372,513

　　社債利息 114,153 145,910 203,195

　　金利スワップ支払利息 - 172,236 395,990

　　その他の支払利息 102 1,182 1,718

　役務取引等費用 2,752 3,662 3,777

　　その他の役務費用 2,752 3,662 3,777

　その他業務費用 1,989 5,439 5,342

　　社債発行費償却 1,069 4,481 4,460

　　金融派生商品費用 316 - -

　　その他の業務費用 603 958 882

　営業経費 21,137 26,797 30,936

　その他経常費用 133,614 74,700 18,514

　　貸倒引当金繰入額 131,076 74,700 18,514

　　株式等売却損 7 - -

　　株式等償却 2,526 - -

　　その他の経常費用 5 - -

経常利益 14,626 36,186 43,406

特別利益 4 - -

　固定資産処分益 4 - -

特別損失 1 286 306

　固定資産処分損 1 286 306

当期純利益 14,629 35,900 43,100
（注）四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。


